




経済研究所 / Institute of Developing




雑誌名 北京からの「熱点追踪」 : 現代中国政治の見方
ページ 85-130
発行年 2001
出版者 日本貿易振興会アジア経済研究所
URL http://hdl.handle.net/2344/00017640
第2章
1整
鰹
霧・
世ま
耀
　窪
　か
人民代表選挙へ参加を呼びかける宣伝
農
民
統
治
の
変
遷
た中。落
毛の畢宿東代時統代治’者
共の産課党題はは土農地民改を革い’か
農に業統集治団す化るをか・経と
て？
　つ行こ政と’で
生あ産つ、
1
九
九
八
九
九
年
の
村
民
直
接
選
挙
点否政いてで取とを定治て’きりか共指で体のこる上ら産摘き制薫れ数げ’黒しな下論ま煮る中に’いでがでな村国よ政。の例遍い民にる治本選年内機委お一改章挙に出会懐け柔革ではなでで量る支には’く大あメ手配お’形高きるン治体け言説まなごバ改丁る治的つ関と1革：で選改なた心かとにあ挙革堅磐をら地止りのの主客集’方す’位一をでめそのる人置つ実あての人混々づで現つき発恵みにけあすたた叢書ははをるる。。は表と政行選たし特中大か怪い挙めかに国会く的’をのし’にのク自選取手’私お人ロ由挙り岸壁のけ民iがの上と権北る代ズな意げい交京一表アい義’う代書民のツとに選側の在三選プいつ挙面起期の挙さういのをこ間萌はれイて現もる中・隠見やメ考状っ可は一意す1えとこ能・’でをいジてそと性霊あ直。がみのもの挙る接本あた間まなにと反言るい題たいつし映でこ。
86
第2章　政治改革はどこまで進んだか一選挙分析を中心として
ll灘
鍵
貧しい農村（内モンゴル自治区達茂旗）
張にた生蜜　いで盤の設立開息急つ発郷産以農るはと二置止放逸会て藤壷請外家。なす○さが政化すきし企負のこた’業制農と。一 竄ﾌ産に他九三三物土方八営入は地’○企に自が農圃業よ分配民代がりの分のの発’もさ一中展農のれ国国し業に’的の’生で契管経農産二き約理済村はる．で‘は発経上ど請崩展総総い・けれをはしう負’引急’農つ社つ速ま顧た
くる○れ決策をべ’村～た定の行て村，が三　。さ　実いの民あ○され施’管委る○ら’に農理員’戸に末よ民機会しの郷懸りを能とか農との’一をいし家難行一元もう　’かの政九的っ自村ら下露八に一治はなに位二懸人組正るはと年理網織式生人し’し公がな産民て人た社統行大公郷民。一治政隊社と公改にし単を時煮凝革よて位基代がの・る
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をしう重した増高の定生れ分設てにな’こにま所さじ’自立いな税郷とさつ有れて個化しくつ金・にまた’たき々し’かたや鎮よざ。管生たの’村が。費政りまさ理産。農そ民当そ用府’な’らへ請ま畏し自局の負は国権にの負たのてらのた担農政限’農に’収平が重めを民負が中民対十入等村要’強に担移央のし五に主をな短い対が譲か不’年格義統課民治題はすと党るなやとつ政いた狙う。に一そ対村こし民で不自’満治当を一局強をはめ積村て極にお的村りに民’進委恵め員村る会をことどといのにうよな自うつ治に 道路沿いの黒板に書かれた村務公開（四川省遂寧市白馬鎮第一村）
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腸窪官準れ選挙月　村一轟な銘黙
よ村卓筆　三年う富山になが国かとユ最倉皇のけ題メ初・並肉てしンに鎮に目’てタ紹の候を村放リ介党補集盲亀iす委者め委さ曇る員をた留れ組の会擁の会たrは’立は主吉新’もで畠任林聞一しき海一省調描く’選名鎮遠軽　　一と沓』八は自政由と委県で年
うかた村　　　よ代各直会理歳委馨婁華華垂奎　先嚢霧舞ま套蓋li・
僅硅蒲蟄
　　　　を
轟翻鑑（雲叢
をなに十村一見か’「民民てか全村委主十みら国民員管八
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補民こ　のとプ　つて補村に歓投此世と正村元．長上て大者民お金砂四重に式民揚で添い衆と委けさを名を一二の水あ候たにな員るれ行を二人補推ポる面一選り会海てう記つず者薦ン杜にとば’の雇いの入たつををプ波は認れ村主実るでし。選選受・　”めた民心施。は’有ぼぶけス四劉てがの候率九な投顧れたてテ九のい’直補は四く票者ため立i歳ほたそ接の一年’しは村の候シでか。の選一五末村た白民予補ヨ精’。紙代良しン米大その表選たの密送し無数挙。夏場村て芸名で主用とは任紙”にに郷不つ’ ｲ正い自部がて分がなはのいい’支つよ得持しう起すよ監数るに瀬上目移す位任遜る二黒投た名補訂めが者箱に正をを村式一持民候名つ世補’て帯者委’一と由仁○な候村戸
員ををだ尊命つ真成たすす奉るる臣五六が守つ推全の薦’村さ村民れ民グた委ル。員1そ会プの副のう主うち任ち　のの王孫一臣敬つは海の一らグ〇五ル名名i
時挙人％か民のにでにらの当よあす九意選つるぎ五思とて現な年を上面職か初意級ばのつめ接のれ劉たに反直た小。か応接。翻しけさのぞはかてせ任の撫し実る命た回’施ことめの今さとは’選回れが同意挙はたでじ自で約鋤きだ身は叢林ると一’五省たい前上％内めう回級にの’こもの達村海と手指し民選は続名た委はよきに。蓮村くによ大会民わ沿り官選かかつ候村挙ら
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名　　　　でたない書補　以分り’ラ1非 投める杜い者盤外の’蓄マ森麗避阪鞭をδ蓋寺九候　行商官も投の日物超筆名　村八補　わ月村一票うのにえ票選の箒癌縫擁鎌繍ば選北当　。’権票。ど書票つとれ挙三選　そ再三が投ちででた一た　　　　の度数投票らはきた八。二し京一結投はじのか’るめ七　月てテ着果票一ら結に有こ’票　二藍レ九’が一れ果0権と吉の　四映ビ八劉行年た’（者に営営膝雫雛麓著誕鄭擁繍鶯璽霧窺囲鵜掩響　一忍涙ー票こり定三けの　　　　　　　　　　　にた鰐砺夢合i書票聲彗じ
　　　　　　　　’王・校かマリ心得はも　　　　　　　きか　け寺1表し’王有が空に　 ’し　　　　　　　　　　　　　　、て村番的’移も権四界集’で組な主動過者四にま村のr村任血管の一正り民選紀民に票数過密式’委挙証直訴箱を半を候投員だ』二選が忌数落馬丁丁。で選し各得を得者用主ラ一挙た村で獲’各紙任マ村は。民き得門外に一自民’名村の同’で三年副は択五主’一月三三とに五年題北
直なし式の書帯かた候人かをつ人要物れ回たが者のたる。当で名正方そ選は前官式のとなを候
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のたつりれ村際調とれ　プお選三管といカたでに査言た村ロり挙定理報てののも四にう。民セにのさがじ’カは’回参。選直ス選薫れかた一iこ豊実加し歪面が挙度たな。月寒こ蟻蚕しかの選不が化一りし十1一二さたし主挙透実は組ルか四財’回れ人’管は明施ま織1し日指引はたは九部’でさだ法ズ’付の回上村r八門一’れ不一。一 ﾆメと級は成年で九三て十の蜜月ニンいの少功にあ八・い分面恥十月バう呼数は馨る七鎮なで施手四三1と機で二と民年豆いあを順日日がこ関’○官命に局。る徹にの付重うかま％密漁初がま。底意Aの慶がらだ一のはめ関た実さ善Fr市大指一と関立て与’施せのP三内半名証言連式実し差細よ余電民でをさ凹い機の施た額則う地は目蓋占れと切関場さ可選がとが一報施めたいるにでれ能挙整いか秘』さて候う。よは’性と備うな密はれい補と四る六こをはさ在り投’たる者こ二村○れ賄いれ図あ票視村。へろの民％ま願うてがるは察民まのが選直のででもいあ。耐雪直た信多挙接村にきのなつ形わメ接’任いを選で多なのいた寝れン選方面。経世村いい’oのをてバ挙九票またに民と。正細だ違い1を年でたと関自こんなが画一”はす治ろでい高察月面好いるがでいしいし八三回う大成はる’評た日選実も規功四だ投価。か挙施の模し暴け票をこらがさのなて実で用行れア行れ’合い施’紙つにメわた尊皇るさ
式則と候は思補あわ者つれ決てる定も。まそ確でのかのとに　　、
97
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だだらとれ　をなの　こ　東自長ろ十島な選一手が村ろ第部向いう年えい挙民段島民か三沿は年。のる。の主を状直’が海要月現中の二面の模だ接村’地らが洋画か十験萌索。選民経区な必で的も年を芽し以挙委済にい要はなし’数一　’前は員的多とでま視れ三多なその一会にい思あだ点な十くどの書下す貧。つる経でい年経と結法からし。験言。とれ称果でらない　とえしいば賛たはのい村　言ばかつ’すど農民とで　え’した重るり村主こあ　る選’長民の着をLうる　よ挙そ期のはい統とが。　うのれ的政事た言い多農　な制はな治大のでうい民　経度現視参評がきよ。は　験が実密輸価’なりこそ　を本的でので届くもうの　箕面な言意あ民な；し日　てに思え識る直つ上た暮　い根考ば’。接てか村らるづで　富農くはす主民かなべのはどいて画こうよの好くかうこは一がにと高部力思はまでギわ民つあとれ去てりなる化く’っ。 ｵるまて看てかだく年きもまるかたし
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　　　　　　　図1　四川省遂寧市全図
遂寧市
四川省／
　　成都市
　　　遂下市
歩　観麺で中区
白馬鎮　山
　　　　鎮　　　　　三家鎮
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て規で票同三関郷補選十郷　　方選定あが会名指人す挙一長郷　を白白講話彫白白白白る’懸れに民’表とに七選接　るほ正輝’お代村大がよ日挙選　上綴聾縢鐸餐麗麗奮で’補位校’ど部席た’示の　実　暴政者二の立一’団。三さよ　施　く溜豫諮篇欝欝づ生薯璽禁園
人選正で演名グバ月の一行　　と
大会に義’一’党候推候一に添て衆議選とそ選各・補薦補九よ　い組をぼ村の挙村政者でし上れとる織通れ生後区か府は立た八ばそ。にじた任投合ら機’候。年’の　　o
遂寧百歩雲郷の景色
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四か五ら　実歳四　施の五　上上歳　の限一　問をと　題取定点りめ驚難
藤織塁
や補当は’資初・立国畠選候の二挙補う五の者ち歳過　、
無毒発奪茜壷蛋雲禁募老
　馨充努寡黙直黒嚢藷無
　欝欝〇難中叢説候とが　て年・愚．2選会補し認　’一一。薦挙が者てめ直月九そ≡；蚕行に郷ら接四当の工行わ加懸れ馨呈垂難針鐘勇
が代長＝稜数：日’あめ　　　　　　’一る　’誕表に二票一生大選○率万郷三謂回し会ば票は一民回暁三
熱ヰ畜呈出、糞；蕪：：灘
態
豚肉加工を営む歩雲郷の優良私営企業。社長は郷長直接選挙に
立候補したが予備選で敗れた
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のが程の’挙の質実がかは最選にでそで党の上皇’独演大ば問あう　あ　・う共起人．幹説のれ題つしる政ち産さ民部で特るがたた以府に薫れ代か候徴以あと事上幹はにた表ら補で激つ事態’部’正こ大な者あ’たえにそ三郷式と亙るどる誰かるなう人人候をが選う。がも。つしが民選伝直黒しそ優しの選れ投ずな票るい行かが動は’を郷郷左民民右自にし身よたのるの投直
てた事様超え接関がも可ま表のた選係鋭’攣れ大筆。挙者く．共性て会薦産はい主枠寒寒た席がが初が’与正か’郷え式ら選党ら候予挙々れ補箋区員て者さ合会い
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だでる郷投よ長票うを用な議紙質決に疑
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花満開のアブラナ畑（遂寧市国雲郷）
な汚税し　入七年ム下郷○うす演問水×’公は八の以’の元ムる説題排老農開か喜遂下三農以以。でξ緊顯奮鷲鯉幽幽私闘謡講雑諺全櫃㌶簿賢蠣
た水難碑’。懇懇　　　　有そ修’縁躍れ繕学の者らな校飼ははどの育候’さ費に補農ま用か者民ざ徴かにのま収る対　　、
。このこ人たと一一期と農と当り述人人中か民がた平べ当当にら一議り総てたた必　’人測平年いりりず歩当さ均翻る平平以雲たれ購入こ均均下郷りる○はと年四のの純。〇二か収○目農収一キ○ら入○標民入閣ロ○’をキをのが九グ国歩ニロ達収一八ラ以雲0グ成
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い状洪月たもし歩　迫もる挙日つ況水十八’か雲さし’こ戦常たかが八月一し郷らて政との生もら歩日十〇九でにき府’争活のの雲か九万八は農たが選点にと脱郷ら匠人年’民こ徴挙に密思却の二かのは通だと収責な着わを農功ら生’常ちがす任つしれ誰民日二活六一の回る者たたるにたま一驚月年生測位にとも。託ちで日水との活さ金よ言の　すにのまと七う困れやれえで　かも豪で九月ち難る費ばる’　と大雨の○の六にσ用選。自いきで洪万二月拍うなは水ムカと静思経農でi月七をあご麟麹災鷺
ら失野市6隠した郷罐鉾齢豊島え済接1りが’がた養蚕ル、　　　　　　降一どこ失な）水ら九のとだ経．の害な九候はけ済穀がい八補間で絹物発た年者違五丸作生めのにい○は物し’度投な九四にた恒重票い三・影。常なす。万二響遂的る・るこ元億を寧に大かうに元及市輸血をし達にぼ全等水浴たし達し体がだ定義たしたで五つしし。’。見題たてい大九まてだQ　　　　　　o
と女瓦分いの雲たつ最郷ちた大のが負の主い担争要かが点産に収が業馬入農は済の民ア的少童ブにな担う亡いとナか南緯とに民猪小なの税怒れ生だのる活つ生かをた産と長とそい謡いしうにうてこわこ養とたと豚がりかで’圧らあ選
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持て八選’年も保冷中石月国郷ので長保初の石め公郷て選長実はか論定らさ国乱れ初年たの十。郷一以還月下公の高選横遂で山寧あ鎮日つ長話たま』　。で
のま’報た計道’一に郷三基・回づ鎮のきレ公、
べ選　が代代者説で　挙関区ルが遂よ表庭か明一遂に係域の実意りがのらす直言つ者に党施市民投投一れ接市いはあ委さで主証票人ぼ選でて一た滑れは的でにを’挙は’民る会た’と一よ選直＝’こ意遂婁ぎ究薯麟纒塞繍醤軍
　　　o
　　　　　　　　　中　　　　　　　　　国　　　　　　　　　初　　　　　　　　　の　　　　　　　　　公　　　　　　　　　轡
　　　　　　　　　実　　　　　　　　　験ぶ補うはも八遂し区 地と者もす同年寧たの　旧いのので意六市も言う中でに語月はの導うなもかあ見）か他一にかぜのらるたとらのとよ。こ
謹聴郷鵬舗霧海
暑食軽銀蔭読ぢ縫
え代属あ長選。てた挙挙ば表す投とが’大る票鎮実直会村で長二上にの’のさ選お幹数選れ挙い部名挙たのてとのを。ほ人心候省こう民民補にご
い。はがな実歩旧い雷雲施。理郷さし由のれかに上たしつ部の’い行だ選て政ろ
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横討　定員臨　現熊研び遂山回引し会ん付場継究社史鎮’きた常だ選で尭所長市長正続。務。に指・所壷中に式き当な開選選かし挙れたをた。経横　て山　’鎮　遂第　影壁　市回　中人　区民　南面　強表　亜大　の会　元第　鎮一　長回　皮歯　理体　で会　あ議　るで　郵’　紹代　斌表　がの　全十　票分　をな　卦算　浦回　しし　、　　　、
　　 　　　　　　　実　　　　　　　　横　施　　　　　　　　山　状　　　　　　　　鎮　況委面参導遂長表区　長　を員接加に寧で’指公簡会試しあ市中離二選　単愛蔵たた党国難者　　に大の六つ委無職’月一紹会後人た書制し横五九介議’の。皇宮た山旦九しが居候’幽々そに者のよは民る　’
主現厳的場格なでな推の筆薦自記の主試結的験果なとに審組基査織づ　’に
き推よ’薦る討を考聖経察してを”経鎮継て長野’候市油墨面接者二世を党験決委に
春雨引摂。八て同工幹人午年お市究部民前十き人会な代・一た暴評爽讐毒し言
表サ六横候横大を七山鯉山会ア○鎮者鎮主イ人機の長喜ンが関公のなグ参・開公ど計量座面選の画し位接が馨鉾糠轟
’タま者がさ指1た’実れ
熊議三三
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党年建選選　 用拡活員演の設ん挙　支中　チ大動感大落全をだに　三国　やすの・会後村訴。参　書初　ンる毒焔が’民え候加　記の　ネ思慮寧開出のた補し　三三 ル寧は市か席平。者た　選党　の市’党れ者均ま五。　　　拡中区委’全年た人ま村支次大言十書全員収’はず幹部に’の描記党がを向そ彼過書葛溜重回兼員投一はれら’記介早言党同に票五九ぞが会のすなな大嵐よし〇詣れ磨墨公る人試適薫る’元年選補宙吊の材みの補選そアに聖者長では選で業主挙のッ三演を’あ’択あ神任が結プ万説推一る一にるをは実果さ元を挙部＿九対。深一瓢富鉱膜獣撞養薄れと目金’　　　　　呉衆日年重は徹鎮’向標を呉華代報十要幹し男向のを充は雲表』二　　　　　　　　　な部’公が二掲て科”同月意人民選当人げ’釜石衰年二義事主の選をた村的薦骨士日を議政成し正。のな龍委一に備度治功た式。候
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　に　選　ん　咤
　そ
　の　鋒
小息’員月言えの建を穫俊灘買郵毒悪杢
を村国導。れるな野路修羅’者村た一る土定復公朱なの三と改しすし開万ど全家コ正’る”明約党鎮メ’基。ま耕ら七三馬ン人層こた地五〇以鈴ト員民の九基人人外旨しの主公九本をがに党た任を選　　　　、　　　　　o
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以辛鍬髄遺そ離騎がな繍醗惣塵藻藁三三こ民に月て系ばはに会万一　　　　　　　　　　　　わ郷とに派二いの”至にがと　　長か自遣極る親直なつ引出い　れ三編謁欝罷講転た蓬
古せ仕ンに集遣直遂提直ら線と長長る事・漏団あ接心案恐れをこの直よぶポれ）ま燕市し選た画ろ公立うりスに盛り挙当’挙。し；選選定がトく力にが局常だ一て公が挙止よ』いのす行者務つ幽い群行はしく紙こ影ぎわの委た住るはわ’たなはと響ずれ亜種。民㌧所れ一とい’を力’た明会そとい覧た九伝の歩あが人のででののい少直情えで雲げ小口だあ決後一か数後転て’郷てさ構うる定’線量が’痛い郷でいい造う＿し当をい幹堂堂鷲究灘酒養護奨駈詰讐
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はわ村と委同年　人鎮はりし施鍛匙暴鞘撮綴垂繍哩犠疑麺≡嘆簿誓書左ああ挙方書百日遂会は効能連
　よ実てれ市中百会の民いに延　う上きば党区挙に首政商対長　な初た’委横が試長部遣す線　とめがこ山山計行直基がる上　こて’れ喜憂画要接層歩郷で　ろ行今ま組迎訴求選政雲母あ　でわ回で雪水にを挙鰻重のつ　Oれ量器部村段提の司に不た　民ため寧副第窯出試には満と　主ばて市部四をし行よ存が言　のか直の長回盲て要れ在あえ　承り接村余目つい求ばしりる　芽の・民海螢てるが9て’。　一と差委元委行。提ヒい弔し　　　　　、がこ額員　員わ実ろ・会遂会れ際で無熱寧選てに’記ン首吊い見幅広バ人がたら・投1民実われ鎮票の代施ける長と生霊さでののな挙濁れはだ公つに会たなろ選たは人＿いうや．挙甘甘．カ：撫手鰭冗
はがり拍工報九　　’手作』八な行
嚢欝¢
墓耀総嫁響辮
1翫麟
禽騰豪器
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弊嘱を葉愛鷹護撃茎響五平論萎
れ直心述にでぼ接骨べよあ’選にてるる歩挙亡いも劉雲に大るの吉郷関し＿では
書鑛籍し糎
　　’』　i実接が選外直一i験
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で　法観で共のでまをう体公まき査治でさ産下はり目権的権りこなののきえ党で法に指力な力’のい指原るものはの反す岩内が法論こ原則の法支’内弁この容行治文とはをは治配法容がと専に使とのでさう’国維ので大に制まさ民ポ
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馨鯖縫耀繋肇麺奪器
回数選居回ン管がれつ学にの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割区は挙民にタ理文第のは一こで’区委は1部科一一燕分と区海三第に員’な門三選選園会×は淀名一含会北ど’学挙挙街一息’区とVまも京かサ部区区道に民単内なこれ含大ら1　’が一分分尊位の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿選つ選．る「ま学なビ第理に会け予て・挙　。れ．だるス三科分にら会所挙　　　　　　　　　　o
　　　　　　「図2　選挙区の仕組み（イメージ）
三園街道分会　（分会選挙管理委員会）
　　　　　　　　LE
　　　　　　　　　第一選挙区（選挙区管理委員会）
　　　　　　　　　第二選挙区（選挙区管理委員会）
　　　　　　　　　第三選挙区（選挙区管理委員会）
（出所）筆者作成。
（学部管理委員会）
　　E　第1組
　　　第2組
　　　第3組
（学部管理委員会）
　　E　第4組
　　　第5組
　　　第6組
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葉つ1は　　　、
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「人民代表は人民が選ぶ　人民代表は
人民のために」：北京市区県人民代表
選挙のポスター
そ単人言名海北て賑いの位にえの淀難いなるた’与る人区大るの。め居え。民人学たは灘北民ら照照民はめ’三京委れ票表代一だ居選大員’権枠表つ。民挙学会自はを大のこ委区でで分十も会単の員だは投が八つに位こ懸け’難所歳て計ととが定嘱す欝欝い六しか含数職るす上る～てらまが員。るのと七”れ三
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鵜決挙・．バ票
犠熱熱覆濃
紅回れは選討分を人はだ四挙論会も　　＿名区’選と気’の法門ので愚管に　　　　　　　、
理8正は主メ選　学さ多ま異よこ論％式三協ン挙予部れ数たなつのと第候名商バ区備も　’　　　　　　　　 　で別って一
名選’組。補をんあであ者選だるはるにん。有’学対だこ権一毒し別の者○ですの場が名はべ　合誰の挙て　はか候手の　あを補に有　く推者よ権　ま薦のつ者　でし名てに
話そをわるしの順れ一合推量た予い薦に。備でに読し選あ対みか挙るす上しL。るげ’をさ賛’挙行ら成一手うにの人の。’挙が方投投手三法票票を回も雇用五爵組雨
燕園街道分会第二選挙区の
立候補者に関する公告 準賛たつ部備成。てに
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　　　　　　　　　　　　　　　　表8　候補者確牢に関する公告
　選挙民が推薦した代表候補者の第一段階でのリストを基礎に，反復討論，民主協商を行った。多数の選
挙民の意見に基づき，正式な代表候補者を以下のように確定した。
《第二選区一定数2》
　　　朱子力　　　（男，43歳，漢族）　北京大学法律学系教授，博士指導教師，法理論教学研究室主任
　　　劉　偉　　　（男，41歳，漢族），北京大学経済学院教授，博士指導教師，副院長
　　　黄培皓　　　（女，19歳，漢族）　北京大学国際関係学院1998年入学学部生，学習委員
《第三選区一定数3》
　　　李　蘭　　　（女，45歳，漢族）　燕園街道緋事川副主任
　　　張兆東　　　（男，48歳，漢族）　北大方正集団公司総裁
　　　陳窃盗　　　（男，42歳，漢族）　北京大学校長助理，人事処処長
　　　鞠傳進　　　（男，35歳，漢族）　北京大学校長助理，総務長
自
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　つ者て。属強でい署すいある断る若ると的北手。もに大経
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表9　投票結果に関する公告 蕊
、
　　第一選区：有権者数8，905名，投票者数7，944名（投票率89．2％），実際の投票者数7，912名
　　第二灘区：有権者数7，736名，投票者数6，654名（投票率86．0％），実際の投票者数6，542名
　　第三選区：有権者数7，917名，投票者数7，462名（投票率94．3％），実隙の投票者数7，322名
　「選挙実施細則」第49条に基づき，①投票率50％以上で選挙は成立する，②投票者数の過半数の票を得
た候補者を当選とする，（以下，第三選区の公告のみ）③投票者数の過半数の票を得た候補者の数が定数
を超えた場合は，得票数の多い順に当選とする。
　　第一選反当選者：呂植
　　第二選反当選者：劉偉，朱思至
　　第三選区当選者：張兆東，陳文申，李蘭
　（注）　投票率は筆者が計算した。
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表10　再投票結果に関する公告
一　第一選区：有権者数：8，905名，投票者数7，414名，（投票率
　83．3％），実際の投票者数7，349名
二　魏引下が，、投票者数の3分目1の票を獲得し，「選挙実施細
　則」第49条の関連規定に基づき，当選した。
（注）投票率は筆者が計算した。
三白　に　もたび票一対多’た定自の回すく当め員体投出るの選’二に票と不有者十応問は二支権は二に題か回持者過勢望がな目をが半十しあり両表白数回’
組方明楽を日一　そでもけ○社よ織でし投獲に回有の声当る％会う的過た票皇儲奪権こを五宣に主にだ半もをす投の者とか％伝な義｝つ数の行る票選はがけをはる国有たのとっこが挙一投あ超行なで権の票言たと行で人道つえわどは者でをえもがわは一律てたれと投のは取るのでれ一票加みとるい票選なれ。ときた名をの．んいもうに挙いなし思な。し投継・なうの寒行へかかかわかそかじ言でこのがかのとつもれつし過たの選と’かな関推た二るたて半　。圧「挙は強つい心測と回。。二進第力に’制てとはさい目そこ回に一に行仕さは処必れうのれの目達選なつ居れ魚肉ず’こ当はこのし挙ったやるかをし候と藩候と選な歴て』と授とれ受．も補は介補か挙かでい’い業いたけ高者’が者らでつはるうのうがるい　　、　　　、　　　　　、　o　ア　A　ア　 、一口一 たとと間と現めはだには在’言ろ職な参投えう場い加法なQや。を率いしクそ呼は。かうれび一まし　ス　で　か　○　た
、　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
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居補だ　さ挙るまい　強なご区つ民事ろ凝れ結これえ第さがとのた委全う三た果とてる二がりも有の員員。選候ではい。懇懇のあ権で会がそ挙補間事た候挙わ欠つ者は身過の国者題前こ補疑れ継てにな連半たは選がにと者はると’はいの数め’び起明かの’。’学理だ有の’校がこらら中三権票北長ならか票に想者を京助さなでが学さ数事大理れいあ先生れはた学二’よつ生がたわこか名文うたに一結かとらが科配。無名果らは二寒期慮選れ含とな’名に幽い意’当部が外居選の’と冒す顧た接委る守ぶ皇居こ暗んだ会とな北つかが傾京たら質素大の一えが学か名ら見関もはれら偉し妥なれのれ辛いる有ななご。権い結と者。果はの北だ’ほ京。事う癒し前が学かに多関し明い連’らはと候か
学部科ろ部を系．うご超関かとえ係。のた者凝結横が一束の多選のつい挙
糠．職捷難鞭欝鰯・
；畜誌追録角伍日鱒轡；鶴
iξ面蕊黙灘外r㌍騨果零
　ニニ、根据耐迭単三施蝦嫌》第四十九条“迭区全惇　霊
　逃民的雄半数参糎投票・逸挙有敦9代袈候迭人蕪得誠：
、’ Q加投累的迭民丁半鋤造一口当逸”鋪規：∴：｛
：1轟韓撫鐸無難馨警鱗
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第二選挙区の選挙結果に関する公告
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るそは有　ぎれ一のい割な　　ず
讐雑書蘂墜簿鰻重
鑓鍵惣胤振舞誼弩
　面食回候い轟いて’で人位第　会定の補え分こおそ協民が一　をす投者ながとりれ議代中に　与る票とい多。’自さ表心’　え。でし。すこ統為れのに海
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面方こ　度にこえ　　な者だとが’の第の曲れる　人選のけやしあ選学二不摘は上　民　挙行と’かる挙生魚備し多で代　の動い窪し。に候挙よたくの　表　駆をうつ’そは補凍りとのヒ　の引分rの制の’者ではお有ン　存　き析ゴイ度た自がはむり権ト　在がすムス上め分当捜しだ者に 価展る印をの’た前生ろ。がな　値　開こ一め粛学ちすが聴しもる　　さと選ぐ題生のる正国かつだの有れに挙つを候利可式のしてろ三権てはがてか補益能候利’いう値者いな行触か者を性補益有る。がにたんわ語えが実が者分権イ海あとのられのな所現低に配者メ淀るつでかて候が属すい選のに1区のてあのい補らするこぼシ人ジのだ’る亘る者もるたとれス民だ人ろ区。味わが’　　　　　　o囲めはてテ代　民う・際に’いム表裏代か県立人選たにが誌面。レ健民挙。あ古代とそべ壁代す罹る味呪いのル院護るののを選うこのの大ま候でも挙のと人有要で補はた制はは民権にも者なな度”盛者代な二いいに名人表ぐ表く名だと問誉民とらを明のろ思題職代いい送ら経うわがに表うはりか歴かせあし選も’込でに。るるか挙の彼むあ比　原こすのに女とつべ　因とぎ意どにいたる　ははな逃れ投う。と　’すいをだ職工他’　制で。考け
がけ接蝋あで戦織るはを的だな演なろいじ謡うこた紙。と可投小を能票さ示性がなしが行選てあわ亡いるれ区るこたと。と可はこは能いこ’性えで信が’の任あ立投ずる派直るこ
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重ら出党そ　のしさ過いな分をす要かすやこ単かてれ程。いのしる性もこ政が位も学るで当。所たのはしと府大をし部。期日自属とで離れはのき中れのぞ施候春先こはしなで主な心な利のさ補たかろなていき惨鼻にい益時れ者ちら畠いく　。な部盾選。を’る名の出人かる例い門で挙のえ。とあがでばものる行は’ち関。わな海ろ係現れい淀んが在てか区こ重のい。政う要中る日質しで国も本がたあのので主事るシのも管情たス’’すはめテ人早る”ム民国本章単の代規業早撃中表模に大とで大のと要し単最大つがて位は企て中はが単業は黒人利位は’の民心の地海教代を利方淀育表実益議区部大々実寸人直会す現に民属にるのは代の価た場関表機値めで心大関をにはを会だ見はな示のかい’い　　　　　O
実題一簿候て民と昼席反を補い代私し者毒見をる表はたに討て推候大漁いそ論’そ補会えたの’誰う者とため場民になにい。なで主投ど入う北の政協票とれと京か薄商すいよこ大も力一るううろ懐しをでか学とは困れ発はを院い自際な揮’決幹う分国いさ出め部気た讃しせ席たのもち学’る者一命なの院単動のと令い利にに機政言やし益所出は治う学’を平角重力。院そ吊す者かが他内も現る自。モ方でそすあ身学ノ’のもるるの部を候コ選場有政かい補ン田所権治らう者セ自で角力候こをン体はにの補と決サになこ誇者が定ス関いの示を推すも心。質な出測るなが自問
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」
るり振ら　のしならが景は違さ。得興素人監かい許整に’いな　なの革民督し。認備は私はい　い卑し代機’彼可さ’営なだ　。策て表関そらやれ私企いろ　人やも大とれと曾て営業よう　民私’会しにの遇い企のうが　代半周のてよチ措な業経に’　表企辺役期つや襲い振営思地　大業環割待てンを現聖者わ元　会の境強さワネ管状にがれ企　の地’量れイル得で関人る業　改位本がるロをす’す民。は　革を章単一な繋る凝る代あ大　は定のば方どげし営中表るき　中め下れで’のるか礫率に研な　国たでて’汚たな業政な究関　政法言いゆ職めいが府り道心　治律えるがもに。よのたにを　のがば。ん増’そり政がよも　構整’しだえ私のよ策つれっ　造聖主か機る営たいやてばだ　的さ着し能Q企め経法い’う　なれ部’をこ業に営照る現う　問な門人果ののは環がと在。　題けと民たよ経’境不い’そ　とれ個嘱しう営政を十う県の　密ぼ雲表てに者府野分現・点　接’の大い’は幹得な象市で　に人一会る人人相すごがレは　つ民位のケ民民にると導べ’　な代と制1代外接にがくル日　が表の度ス表表近はあ見の本　つ大関そも大にし’るら人と　て会係のあ会なな個。れ夢中　いの’もるがるけ別政る里国　る海馬の。党のれに策。表に　の革営を　やでぼ政やそ大大　では企い　政あな府法の愕き　ああ弾く　府るらか律背でな　　　　　　　o
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